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　ホスϐス・؇和ケア（がんの௧みの治療）等に関心のある方を対象に、
7月20日（౔）੝Ԭ市総合෱ࢱセンターで、「ホスϐスセϛφー」を開
催しました。岩手県立த෦病院؇和ケア科੕໺জઌੜに「がんの予防、
治療、؇和ケア～がんにかかっても、年をとっても、安心して฻らせる֗
をΊ͟して」をテーϚに、お話していただきました。
　様々な֯度から؇和ケアについての࠷৽の情報をお話ししていただ
き、大変ߟࢀになりました。

ᶃ�๺্஍Ҭͷ؇࿨έΞʹ͍ͭͯ
医師、؃護師だけでなく、ༀࡎ師、栄養࢜、調理師、理学療法࢜、作ۀ療法࢜、ࣃ科医
師、ࣃ科Ӵੜ࢜、ྟচ心理࢜、ιーγϟルϫーΧー、๚໰؃護ステーγϣン、ケアϚネー
ジϟー、介護࢜や地域の （ྗാ、٤஡、おՖ、Իָ、アϩϚ、Πベント等の市ຽボランティ
ア）等๺上地域શ体で連携して؇和ケアを行い、患者を支えている。しかし近ྡ地域では
その連携がਐんでいないとこΖも多い。

ᶄ�௒ࣾྸߴձͱ؇࿨έΞ
௒ྸߴ社会にಥೖし、ಠډでೝ知঱のྸߴ者がര発తに૿Ճしつつある。ྸߴ者のケアを
行うことで手がいっͺいで、؇和ケアどこΖではないというงғ気もある。
当વのことながらೝ知঱になった方でもがんの௧みはある。また、だいたい10人にҰ人くら
いは様々なケアを行ってもがんの௧みがे分に取れない人がいる。そのࡍにはे分ݕ౼を重
Ͷ、本人、ご家族等のಉ意をಘたうえでセσーγϣン（௟੩）をߟえる場合もある。
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੝Ԭೋߴタオル帽子ߨश会։࠵
　12月13日（ۚ）੝Ԭୈೋߴ等学ߍでタオル帽子作り講श会が開催され、
ಉߍ家ఉΫラϒのੜె計40人が、߅がんࡎで୤ໟした患者さんを支援する
タオル帽子作りを体ݧし、がん患者支援への理ղを深Ίました。ಉߍでの講
श会は今回で8回໨となり、当会のタオル帽子作りボランティア４名が指ಋ
に当たりました。ಉߍੜが作੡したタオル帽子は、ボランティアの方たちの手
直しの後、߅がんࡎの副作用で୤ໟに೰Ή患者さんにಧけられます。タオル
帽子作りが࣍のੈ代に受けܧがれることをئっています。

੕໺জઌੜ

੝Ԭೋߴタオル帽子講習会
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　１̎ 月̓日（౔）੝Ԭ市総合෱ࢱセンターにお
いて、ֆ本ಡॻΧフΣを開催しました。
　ੜまれ変わりをテーϚにしたֆ本、自分のࢮ
を見つΊるֆ本、Ѫする人のࢮを受けࢭΊるֆ
本など様々なֆ本を皆でಡみながら、ੜ、࿝、
病、ࢮについて共にߟえました。
　当日は、岩手県立ਤॻؗ職員のদాさんとপٶ内さんに2冊の本をಡんでいただき、その後県立ਤॻؗの
ଂॻֆ本 40 冊のதからࢀՃ者が޷きな本をબͼ、本をಡみ感૝をޠり合いました。当会ではॳΊてのࢼみ
となるಡॻ会でしたが、大変޷ධだったので今後もܧଓして開催していきたいと思います。

　11月25日（月）、౦ژւ上日動あんしんੜ໋様から当会に、ಉ社社員の方た
ち等が手作りしたがん患者さんのたΊのタオル帽子1,１̌ 個̏が寄ଃされ、ಉ社
のࠤ౻ॱ子ࣥ行໾員・人事総຿෦௕が「もっともっとスΩルアップしてたくさん
のタオル帽子を患者さんにಧけたい」とड़べ、当会に�໨࿥が手渡されました。
当会のタオル帽子活動にܧଓして多大なるご支援をいただいているあんしんੜ
໋様に深くޚ礼を申し上げます。これからも共にタオル帽子を患者さんにಧけて
いきたいと思います。

岩手県͕ΜରࡦਪਐٞڠձࢀՃϨϙʔτ

　当日は、岩手県立ਤॻؗ職員のদాさんとপٶ内さんに2冊の本をಡんでいただき、その後県立ਤॻؗの　当日は、岩手県立ਤॻؗ職員のদాさんとপٶ内さんに2冊の本をಡんでいただき、その後県立ਤॻؗの

“いのちの旅（生と死）”を見つめる
岩手ホスピスの会「絵本読書カフェ」開催

　ୈ35回岩手県がん対ࡦਪਐٞڠ会は2024 年9月
12日（໦）に開催され、岩手県がん対ࡦਪਐ計ըの
。室よりઆ໌がありましたࡦऴҊについて医療੓࠷
　当会からはҏ౻Ϥγ子副代表が出੮して、会からの
意見をड़べ、回答をいただきました。

ᶃ��「؇和ケアݚम会」を介護保ݥ୲当の෱ࢱ関܎者
にも行って΄しいです。今後はࡏ୐（自୐や施ઃ）
で、࢓事をしながら地域で療養するがん患者さん
が૿えてくると予૝されます。 （ɣ回答）ࡏݱ開催されている؇和ケアݚम会に職種の制ݶは
ないたΊ、介護保ݥ୲当の෱ࢱ関܎者もؚΊ様々な職種の方が受講できます。また、その他
にも多職種޲けの؇和ケアݚम会を医師会にҕୗして開催しております。

ᶄ��岩手県の医療圏は9医療圏から5医療圏に変わり、また拠点病院が10 病院から3病院（岩
手医大・தԝ・൬Ҫ）になり、減った7病院（த෦・୾୔・大船渡・佂ੴ・࣊ٱ・ݹٶ・ೋށ）
は地域がん診療病院になりました。この7病院は今まで地域拠点病院としてがん診療や؇和ケ
アの໾ׂを୲っていただきました。拠点病院を外れ診療病院になってݱ場はԿがどのように変
わりましたか がん診療・؇和ケアの࣭は落ちていないか気になっています。 （ɣ回答）今回の
医療圏の変更や拠点病院の指定ঢ়گの変Խにより、直ちに医療ఏڙ体制に変Խがੜじること
はありません。

意ݟをड़΂るҏ౻Ϥγ子෭୅ද

タオル帽子دଃࣜ
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タオルとタオル帽子のご寄付をいただきました。
　内໺ࣜג会ࣾ様、ࢵ೾町ίスϞスの会様、そのଞ全ࠃのがん਍ྍ連ڌܞ఺පӃ等ฒͼにଟくのݸਓの方ʑ
からタオル、タオル帽子のご寄付をいただきました。ਂくྱޚ申し上げます。患者さんのために大੾に活用さ
せていただきます。

͕Μतhۀ ͕Μऀױͷ࿩Λฉ͖ɺ Βࣗͷ݈߁΍໋ͷେ੾͞ʹؾ෇͘ʱ
　11月26日（Ր）ޕ後、੝Ԭ市立山Ԧ小学5ߍ年ੜのがんतۀ講師として、
今年も話すػ会をいただきました。ॳΊに୲೚ڭ師による事前レΫνϟー後、
จ෦科学ল制作の「がんത࢜」というө૾を見て、がんになる要Ҽやݕ診の
必要ੑなどを学श。࠷後にがん患者に対する接し方や支え方など、ࢲ自਎や
家族を؃取った体ݧなどをਅ݋にฉいてくれました。 （ҏ౻Ϥγ子副代表）
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がん患者さんのための公開栄養講座開催
　̕月１日（日）੝Ԭ市総合෱ࢱセンターで「がん患者さ
んのたΊのެ開栄養講座」を県立୾୔病院栄養αϙート
νーϜ専ै؅理栄養࢜・がん病ଶ栄養専門؅理栄養࢜
のऄޱਅ理子さんを講師に開催しました。໿30名のࢀ
Ճ者と「がん治療தをݩ気に৐り切る食事について」を
Ұॹにߟえました。当日はࢀՃ者から様々な相談があり
ました。（Ұ෦ൈਮ）
1、ೕΨンज़後、右手のৼઓ（;るえ）あり。แஸやΧッ
プがාくて持てない（60 代ঁੑ）
ˠ答：Χップは介護用の持ち手がしっかりしたものがあります。Χットࡁの໺ࡊの活用もごݕ౼ください。
、̎฼が病院でᅞ下食を食べているがୀ院したらԿを食べさせればよいか（40 代ঁੑ）

ˠ答：ୀ院前に病院側に֬ೝしてみること。ༀہでレトルトの介護用食඼もചっています。調理にࠔった
ときは当会にご連絡下さい。

　今年もશ28ࠃՕ所のがん診療連携拠点病院にタオル帽子
総数2300 個を発送しました。以下は送付ઌ病院Ұཡです。

送付先病院一覧
2024 年 12 月（1件 50 個程度）病院 28 件　 総数 2300 個

北海道 　小樽市立病院　 岩手県 　岩手医科大学附属病院、岩手県立中部病院　 秋田県 　大曲厚生
医療センター、秋田赤十字病院　 福島県 　福島医科大学附属病院、竹田総合病院　 山形県 　山形県
立中央病院　 茨城県 　茨城県立中央病院　 千葉県 　船橋市立病院　 静岡県 　順天堂静岡病院　
愛知県 　名古屋医療センター、豊橋市民病院　 富山県 　富山医科大学附属病院　 石川県 　金沢医
科大学附属病院　 三重県 　鈴鹿中央病院　 京都府 　京都大学医学部附属病院　 広島県 　広島医科
大学附属病院、広島市民病院、福山市民病院　 愛媛県 　愛媛県立中央病院　 福岡県 　九州労災病院　
大分県 　大分医科大学附属病院　 熊本県 　熊本赤十字病院　 鹿児島県 　鹿児島医療センター　
沖縄県 　沖縄県立中部病院　那覇市民病院、その他 1病院

ެ։ӫཆ講࠲

タオル帽子ൃૹ४උ

山Ԧখ学校でߦわれたがんतۀ
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؇࿨έΞප౩ʹೖӃͨ͠৔߹ͷҩྍඅʹ͍ͭͯ
（จ੹：岩手県医療ιーγϟルϫーΧーڠ会　会௕　小ઘ　ਐ）

　皆さんはೖ院費の内༁をごଘじですかʁがんの治療やೖ院にかかる費用は、୹ظ間でもֹߴに
なることがあり、不安に思う方も多いのではないでしΐうか。ೖ院した場合の費用は大きく４つに
わけることができます。

ɹೖӃඅ�ʹ ҩྍඅ � ৯ࣄ୅ � ೔ৗੜ׆༻඼අ（පҥ΍͓Ήͭ౳） � ྉࣨݸ

　医療費と食事代については医療保ݥ制度にͮجき、年ྸと所ಘによって自ݾෛ୲ֹが۠分され
ており表１・̎ の௨りとなります。
　日ৗੜ活用඼費と個室料については医療ػ関ごとにઃ定されているたΊ、ೖ院する医療ػ関に
֬ೝする必要があります。そのたΊここでは、医療費と食事代がどのように۠分されているのかを
ղઆします。

1．医療費について　
　どの病院ʗ病棟にೖ院しても、ֹߴ療養費制度によってͻと月の医療費は上ֹݶを௒えた場合
に、その௒えたֹۚが支給されるか、૭ޱでの支෷いがݶ度ֹまでになります（ࢴ面の都合上、
手ଓき方法についてはՃೖしている医療保ݥか病院の૭ޱ、医療ιーγϟルϫーΧー等に֬ೝして
ください）。

2．食事代について　
　ೖ院時は、所ಘ۠分に応じた食事代（ೖ院時食事療養ඪ४ෛ୲ֹ）をෛ୲することになってい
ます（医療費とはҟなりҰ食分のෛ୲ֹであることにご஫意ください）。

表１　70ࡀ以上の方の場合

所ಘ۠分
ҩྍඅ（ͻͱ月͋ͨΓ）

৯ࣄ୅
（Ұ৯͋ͨΓ）自ݾෛ୲ݶ度ֹ

外来（個人ごと） 外来・ೖ院（ੈଳ）

現
役
並
み
所
得
者

໾ฒみᶙݱ 252,600 ԁ �（総医療費 -842,000 ԁ）̫ 1�
（多数֘当※1　140,100 ԁ）

490 ԁ
໾ฒみᶘݱ 167,400 ԁ �（総医療費 -558,000 ԁ）̫ 1�

（多数֘当　93,000 ԁ）

໾ฒみᶗݱ 80,100 ԁ �（総医療費 -267,000 ԁ）̫ 1�
（多数֘当　44,400 ԁ）

Ұൠ所ಘ 18,000 ԁ
（年間上144,000ݶ ԁ）

57,600 ԁ
（多数֘当44,400 ԁ）

低
所
得
者

低所ಘᶘ
8,000 ԁ

24,600 ԁ 230 ԁ
　※2

180 ԁ
　※3

低所ಘᶗ 15,000 ԁ 110 ԁ
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表2　70ࡀະຬの方の場合

所ಘ۠分
ҩྍඅ（ͻͱ月͋ͨΓ） ৯ࣄ୅

（Ұ৯͋ͨΓ）自ݾෛ୲上ֹݶ

۠分ア 252,600 ԁ �（総医療費 -842,000 ԁ）̫ 1�
（多数֘当※1　140,100 ԁ）

490 ԁ
۠分Π 167,400 ԁ �（総医療費 -558,000 ԁ）̫ 1�

（多数֘当　93,000 ԁ）

۠分΢ 80,100 ԁ �（総医療費 -267,000 ԁ）̫ 1�
（多数֘当　44,400 ԁ）

۠分エ 57,600 ԁ （多数֘当44,400 ԁ）

۠分オ
（住ຽ੫ඇ՝੫者等） 35,400 ԁ （多数֘当24,600 ԁ） 230 ԁ

　※2
180 ԁ
　※3

※1　ա1ڈ年間に3か月以上のֹߴ療養費の支給を受けた場合、4か月໨からは多数֘当とな
り自ݾෛ୲ֹが減ֹされます。

※2　ա1ڈ年間のೖ院が 90日以内
※3　ա1ڈ年間のೖ院が 91日以上

3．モデルケース　
ʗ低所ಘᶘ۠分の方が"病院の؇和ケア病棟にೖ院した場合の1か月のೖ院費ࡀ71

医療費 24,600 ԁ
食事代 20,700 ԁ（1食230 ԁ 1̫日3食ʷ30日）

日ৗੜ活用඼費
※4 29,700 ԁ（990 ԁʷ30日）

個室料 ※5
合　計 75,000 ԁ　�個室料

※4　ҥྨ・タオルྨ・ࢴおΉつのレンタルγステϜをར用したとԾ定。
　　 医療ػ関によってՁ֨はҟなります。
※5　個室料は各医療ػ関に֬ೝが必要です。県内の؇和ケア病棟は有料個室以外に無料個室

もඋえています。

　医療費・食事代以外にもレンタルγステϜや個室料のෛ୲があると、ೖ院費の総ֹが思った以
上に大きくなる場合があります。ֹߴ療養費制度等を活用することと、ೖ院前に日ৗੜ活用඼費
等のՁ֨ઃ定を֬ೝし、ごೲಘされた上でೖ院手ଓきを取られると、その後の安心したೖ院ੜ活
にܨがることでしΐう。ご不໌な点があれば、各医療ػ関の相談૭ޱ（医療ιーγϟルϫーΧー
等）にご相談することをおקΊいたします。
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࿝ޙͻͱΓ೉ຽ

子どもがいなければ、いずれは“老後ひとり難民”に。
入院できない !施設に入れない !死後は無縁仏に !?
準備不足な“おひとりさま”の悲惨な末路。

　世はおひとりさまブームで、独身人口は増え続けるばかり。だ
が、そのまま老後を迎えて本当に大丈夫だろうか ? 配偶者や子ど
もなどの“身元保証人”がいない高齢者は、入院だけでなく、
施設への入居を断られることも多い。高齢で体が不自由になるな
か、認知機能の低下で金銭管理が怪しくなり、果ては無縁仏にな
るケースも。本書ではこのような現実に直面し、かつ急増してい
る高齢者を「老後ひとり難民」と呼び、起こりがちなトラブルを
回避する方法と、どうすれば安心して老後を送れるのかについて
解説。読むだけで老後の生き方・考え方が劇的に変わる一冊。

老後ひとり難民とは ?
　1 年間に亡くなった人の 15 人に一人が、身寄りがない人や身元が分からない人として行政機関に
火葬されている。親族に看取ってもらえないどころか、死後の葬儀さえしてもらえないというケース
は今や全く珍しくなくなっている。老後に頼れる人がおらず、ひとりになれば、「おひとりさま」とい
うポジティブな呼び方とはかけ離れた、厳しい現実と向き合うことを余儀なくされる。

「老後ひとり難民」リスクの高い人がすべきこと
※入院時の保証人をどうするか、医師の説明の同席者は ?
※高齢者施設などに入居する際の保証人はどうするか
※死後の火葬・葬儀・後始末は誰に頼むか
※自分に関する情報を整理する
　（自分の代わりに動いてくれる人の電話番号、延命治療の希望、自分の納骨場所、死後事務委任

契約・任意後見契約、遺言書の整理）
※契約・依頼を明確にする（弁護士、司法書士、行政書士、身元保証等高齢者サポート事業者など）
※自分がいなくても情報が伝わるようにしておく（自分の意識がなかったり死亡したりしたとしても、

情報が周りに伝わるようにしておく）
※ ACP に取り組む（最期に向けての事前準備）
※老後の「お金の問題」に、必要以上に振り回されないようにする（高額療養費制度などを考慮に

入れ、資産計画に取り組む）
※「おひとりさま」の高齢者同士が交流し、情報交換や相談ができる場に積極的に参加する
　（社団法人おひとりさまネットワーク等の助け合いの取り組みが各地で始まっている）

沢村香苗 （著）（幻冬舎新書 736） 新書 – 2024/7/31

書 籍 紹 介
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岩手ホスピスの会通信 No.75
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岩手ホスピスの会とタオル帽子ボランティアへの
メッセージ （2024年7月～2024年12月）

＊8月から抗がん剤治療を始めた者です。治療初日に化学療法室
の方を通して、タオル地で作られた紺色の帽子を一ついただきま
した。目の前のこと、これからのことなどわからないことだらけの
時に、存じ上げない方からこのような温かいお気持ちを受け取っ
て、驚くと同時に、本当にありがたく感じました。軽く柔らかで肌
触りが良く、ふんわりボリュームも出るので、かぶってサマになり
ながらも、とても心地良いです。かぶると明るい気持ちになりま
す。心のこもったご厚意は、沢山の方の心を支え、病気と共に歩
く日々を明るくしてくださっていると思います。心からありがたく
うれしく思ったので、お手紙を書かせていただきました。すてきな
帽子をありがとうございます。　　　　　　　　　　　（岩手県）

　皆様にお願いがあります。ボランティアさんがタオル帽子を作るためのフェイスタオル
がとても不足しております。どのようなものでも構いません。ご家庭で眠っているタオル
がありましたらぜひご協力をお願いいたします。

〈送付先〉　〒020-0883　岩手県盛岡市志家町13－31　岩手ホスピスの会宛

フェイスタオルご寄付のお願い

◆ ◆

◆ ◆

タオル帽子を作りたい方へ
※タオル帽子を作りたい方へ型紙をお譲りしています。申し込み方法：はがきかメールで
※メールアドレス：  IPTQJDF!FJOT�SOBD�OF�KQ  
　はがき：〒031-0823　青森県八戸市湊高台6-4-22　吉島方「岩手ホスピスの会」

これからのタオル帽子講習会・サロン日程
1月11日：タオル帽子講習会・サロン	 2月8日：タオル帽子講習会・サロン
3月 8日：タオル帽子講習会・サロン	

	 ⃝場所：盛岡市総合福祉センター
	 ⃝開催時間：午後１時30分から	 ⃝問い合わせ先：080-1658-1762

　当会のタオル帽子を受け取ったがん診療連携拠点病院から寄せられたメッセージ
をご紹介します。2008 年 6月からスタートしたタオル帽子発送はこれまで117,790
個に上っています。今日もどこかでタオル帽子の活動に思いを寄せている方がいま
す。帽子を作るボランティアの皆さんに深くお礼申し上げます。

岩手看護専門学校タオル帽子作り講習会

036321-01[7-12].indd   1 2025/01/06   10:35:42



岩手ホスピスの会通信 No.75

●  8  ●

岩手県内各ホスピス現況
（岩手ホスピスの会調べ　詳細は

ਔපӃ޹
؇࿨ケΞප౩

੝岡੺ेࣈපӃ
؇࿨ケΞප౩

੝岡༑愛පӃ
؇࿨ケΞප౩

岩手医Պ大ֶෟଐපӃ
؇࿨ケΞප౩

岩手県ཱ൬ҪපӃ
؇࿨ケΞප౩

岩手県ཱத෦පӃ
؇࿨ケΞප౩

ඒ山පӃ
؇࿨ケΞප౩

住 所 ੝Ԭࢢதଠాઘా �� ੝Ԭࡾࢢ本༄ � 地ׂ �番地 � ੝ԬࢢӬҪ ��ô�� ொ医大௨ۊ໼܊೾ࢵ � ஸ໨�番�号 一関ޅࢢષࣈࣉ大ฏ�� 番地 ๺上ࢢ村࡚໺ �� 地ׂ �� 番地 Ԟभࢢਫ沢Ӌాொࣈਫ無沢 ���ô�

電 話
���ô���ô����（代ද）
医療෱ࢱ相談 （ࣨ直௨）
���ô���ô����

���ô���ô����（代ද）
؇࿨ケΞ相談ࣨ　಺ઢ ���

���ô���ô����（代ද）
医療相談ࣨ　؇࿨ケΞ୲当 ಺ઢ���

���ô���ô����（代ද）
؇࿨ケΞηϯλー　಺ઢ ���� ����ô��ô���� ����ô��ô���� ����ô��ô����

病 床 数 �� চ �� চ（全ࣨࣨݸ） �� চ �� চ �� চ（ࣨݸ ��、� চࣨ �） �� চ（ࣨݸ ��、� চࣨ �） �� চ（全ࣨࣨݸ）

ベ ッ ド 無ྉࣨݸ � চ　༗ྉࣨݸ � চ 無ྉ�� ࣨ　༗ྉ�� ࣨ ࣨݸ �� চのうち � চが༗ྉ
� চࣨ無ྉ

無ྉࣨݸ �� চ
༗ྉࣨݸ � চ 無ྉ�� চ　༗ྉ � চ ༗ྉࣨݸ �� চ、無ྉࣨ �� চ 無ྉ �� ࣨ

ベ ッ ド 料 �೔ �
��� ԁ �೔ �
��� ԁ・��
��� ԁ �೔ �
��� ԁ �೔ �
��� ʙ��
��� ԁ �೔ �
��� ʙ �
��� ԁ �೔ �
��� ʙ��
��� ԁ 無ྉ

看 護 師 数 �� ໊ � 看護ิ助者�໊ ��໊ � 看護ิ助者 � ໊ �� ໊ � 看護ิ助者 � ໊ �� ໊ � 看護ิ助者�໊ �� ໊ � 看護ิ助者 � ໊ �� ໊ � ิ助 � ໊ �� ໊ � ケースワーΧー�໊ɹ 看護ิ助者 � ໊

ホ ス ピ ス 医 ถ޺޾ࢁ ിࢁ元、Ѵത࢙ ౻Ҫ༞࣍ ໦村༞ีߵ、 ૥ਖ਼࢙、த村੟՚ ฏ໺୓司 ੕໺জ、໖Ҿಸ苗、ాதࢻ೫ ઒司ٴ

看 護 師 長 子و෋ݪੁ 前ᖒߐཬ ԣखඒ޾ ஛಺ՄѪ খ໺ࣉඒஐ子 始ֳӻ子 খྛ༸子

入 院 審 査 を
受 け る に は

医療෱ࢱ相談 （ࣨ地Ҭ࿈ࣨܞ）に͝
相談ください。
݄ʙ౔༵　�ɿ�� ʙ��ɿ��

؇࿨ケΞ相談ࣨへお問い合わͤ
ください。
݄ʙ金༵　�ɿ�� ʙ��ɿ��

医療相談ࣨまで。
���ô���ô����（代ද）
݄ʙ金༵　�ɿ�� ʙ��ɿ��

؇࿨ケΞηϯλーに
相談ください。
���ô���ô����　಺ઢ ����
݄ʙ金༵　�ɿ�� ʙ��ɿ��

����ô��ô����（入院相談等）
がΜ相談ࢧԉηϯλー
相談時間ɿฏ೔ �ɿ�� ʙ��ɿ��

����ô��ô����（入院相談ଞ）
がΜ相談ࢧԉࣨ
相談時間ɿฏ೔�ɿ�� ʙ��ɿ��

入院相談（୲当ɿケースワーΧー）
後面談
入ୀ院ݕ౼ձ（医師、ༀࡎ師、ӫ
養士、看護師、理ֶ療法士でߏ੒）

審 査 日 ਵ時 ਵ時 ਵ時 ਵ時 ਵ時 ਵ時 ਵ時（その後ϕッυがۭくまで଴機）

ホスピス入院
平均待機者数 � ʙ � ໊ � ʙ � ໊ � ʙ� ໊ � ʙ � ໊ �ʙ� ໊ �ʙ� ໊ �

ホスピス入院
平均待機期間

ঢ়گにより਺೔ʙ� ि間
ॏ঱者༏ઌ ֎དྷड਍後、ฏۉ � ೔

ঢ়گにより਺೔ʙ�ि間（ױ者さΜの
意向を確認後、一ൠප౩でରԠする
場合が͋ります）

ঢ়گにより�ʙ� ि間ఔ度
入院期間にݶ度は͋りまͤΜ。 ਺೔（ۓ急ରԠՄ）

଴機期間は同院一ൠප౩や
ۙྡのප院、࿈ܞのとれている
๚問਍療でରԠ

�

利 用 者 内 訳 ੝Ԭࢢ周ลが΄とΜど
（� ׂ以上） ੝Ԭࢢ周ลの方が΄とΜど ੝Ԭࢢ周ลの方が΄とΜど ੝Ԭࢢ周ลの方ʑが多い 一関ࢢ周ลやٶ৓ݝ๺の方が

΄とΜど
Ֆר๺上周ลの方が � ׂ以上
そのଞはԞभ、੝Ԭ等 Ԟभࢢ周ลの方が΄とΜど

緩和ケア外来

਍࡯೔ɿ݄ ʙ金（ୈ �・�・� ໦）
�ɿ�� ʙ��ɿ��

��ɿ�� ʙ��ɿ�� 要༧約
౔ �ɿ�� ʙ��ɿ�� 要༧約

୲当医ɿถ޺޾ࢁ

਍࡯೔ɿ火・ਫ・໦
　　　　��ɿ�� ʙ��ɿ�� 要༧約
୲当医ɿിࢁ元、Ѵത࢙

਍࡯೔ɿ݄ ʙ金
　　　　（A.・P.）要༧約
୲当医ɿ౻Ҫ༞࣍

਍࡯೔ɿ݄ ʙ金、要༧約
୲当医ɿ໦村༞ี、ߵ૥ਖ਼࢙

਍࡯೔ɿ݄ ʙ金、要༧約
୲当医ɿฏ໺୓司

਍࡯೔ɿ݄ ʙ金のޕ前、
要༧約
୲当医ɿ੕໺জ、ాதࢻ೫

਍࡯೔ɿਫ（ޕ前த）要༧約
୲当医ɿٴ઒司

ホ ス ピ ス ボ
ランティアの
人 数 と 活 動

�෦ϘラϯティΞ࠶։
ප院ϘラϯティΞొ࿥者�� ໊。
うち�� ໊がϗスϐスで׆動。
※݄ � 回ఔ度で׆動࠶։

年 �回ఔ度Πϕϯト׆動をݕ౼த 実੷無し
ϘラϯティΞίーσィネーλー
�໊、ϘラϯティΞ �� ໊
者・Ո族サϩϯ「こױ動ɿがΜ׆
ころば」

ొ࿥者 �� ໊。
・動಺༰ɿお஡ձ・Վっこのձ׆
ΞϩϚ・生けՖ・قઅのΠϕϯト
画ا

現ొࡏ࿥者 � ໊で׆動த。
ϗスϐスϘラϯティΞを
ਵ時ืूத

遺 族 会 の 名
称 と 連 絡 先

ひだまりのձ
த౼ݕ։࠶

ϋφϛζΩのձ　؇࿨ケΞප౩
年 �回։࠵
。੒し配෍࡞年、ձ報をࡢ※
　現࠶、ࡏ։ݕ౼த

設ஔະఆ 設ஔະఆ

ࣱͿձ（࿈བྷઌɿ؇࿨ケΞප౩）
当院؇࿨ケΞප౩でお亡くなり
になった方の͝遺族の方のみ
年 �回։࠵

（※ίϩφՒのたΊ3�ʙະ։࠵）

ࣱͿձ　؇࿨ケΞප౩
（����ô��ô����）
当院؇࿨ケΞප౩でお亡くなり
になった方の͝Ո族の方のみ
年�回։࠵（ྩ࿨ � 年度ʙࢭٳ）

ࣣ
しちͤき

༦のձ　؇࿨ケΞප౩
（����ô��ô����）
当院؇࿨ケΞප౩でお亡くなり
になった方の͝遺族の方のみ
これまでに � 回։࠵（���� ʙதࢭ）

入 院 料
ఆ額制

（� ஈ֊ʜ਍療報ु上の؇࿨ケΞප
౩入院ྉに準͡ます）
保ݥద༻

ఆ額制です。
入院೔期間によって � ஈ֊でのࢉఆ
です。

ఆ額制。入院期間により� ஈ֊。ױ
者さΜの自ݾෛ୲額は加入している
保ݥ等によりҟなる。
各छ医療保ݥద༻、医療費のଞに৯
事代ผ్௃ऩ。

ఆ額制
（਍療報ु上の؇࿨ケΞප౩
入院ྉに準͡入院期間により
� ஈ֊）保ݥదԠ

ఆ額制（入院期間により� ஈ֊）
ただし、ఆ額にؚまれない加ࢉ
や༗ྉࣨݸのྉ金等はผ్௥
加になります。

ఆ額制（入院期間により� ஈ֊）
ただし、ఆ額にؚまれない加ࢉ
や༗ྉࣨݸのྉ金等はผ్௥
加になります。

ఆ額制
� ஈ֊になります。

ペットの同伴 面ձのみՄ能。৚݅͋り要相談。 面ձはՄ能。॓ധやࣂҭは不Մ 面ձのみՄ能。৚݅͋り。
要ਃ੥。

面ձのみՄ能。॓ധ不Մ。
৚݅༗。要ਃ੥

要ਃ੥。ケージに入るখݘܕが
望ましい。大ݘܕは要相談。 面ձՄ能。৚݅͋り、要相談

面ձՄ能 ��時ʙ�� 時
（面ձ時間をܾΊてՄ）
॓ധ要相談

麻 酔 医 と
の 連 携 必要時Մ能 ບ֎ブϩックなどを行う場合などߗ

に࿈͋ܞり。 なし 必要時Մ能 なし 院಺ϖΠϯクϦχックと࿈ܞ なし
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（2024年11月現在）
各病院に直接お問合せ下さい）

ਔපӃ޹
؇࿨ケΞප౩

੝岡੺ेࣈපӃ
؇࿨ケΞප౩

੝岡༑愛පӃ
؇࿨ケΞප౩

岩手医Պ大ֶෟଐපӃ
؇࿨ケΞප౩

岩手県ཱ൬ҪපӃ
؇࿨ケΞප౩

岩手県ཱத෦පӃ
؇࿨ケΞප౩

ඒ山පӃ
؇࿨ケΞප౩

住 所 ੝Ԭࢢதଠాઘా �� ੝Ԭࡾࢢ本༄ � 地ׂ �番地 � ੝ԬࢢӬҪ ��ô�� ொ医大௨ۊ໼܊೾ࢵ � ஸ໨�番�号 一関ޅࢢષࣈࣉ大ฏ�� 番地 ๺上ࢢ村࡚໺ �� 地ׂ �� 番地 Ԟभࢢਫ沢Ӌాொࣈਫ無沢 ���ô�

電 話
���ô���ô����（代ද）
医療෱ࢱ相談 （ࣨ直௨）
���ô���ô����

���ô���ô����（代ද）
؇࿨ケΞ相談ࣨ　಺ઢ ���

���ô���ô����（代ද）
医療相談ࣨ　؇࿨ケΞ୲当 ಺ઢ���

���ô���ô����（代ද）
؇࿨ケΞηϯλー　಺ઢ ���� ����ô��ô���� ����ô��ô���� ����ô��ô����

病 床 数 �� চ �� চ（全ࣨࣨݸ） �� চ �� চ �� চ（ࣨݸ ��、� চࣨ �） �� চ（ࣨݸ ��、� চࣨ �） �� চ（全ࣨࣨݸ）

ベ ッ ド 無ྉࣨݸ � চ　༗ྉࣨݸ � চ 無ྉ�� ࣨ　༗ྉ�� ࣨ ࣨݸ �� চのうち � চが༗ྉ
� চࣨ無ྉ

無ྉࣨݸ �� চ
༗ྉࣨݸ � চ 無ྉ�� চ　༗ྉ � চ ༗ྉࣨݸ �� চ、無ྉࣨ �� চ 無ྉ �� ࣨ

ベ ッ ド 料 �೔ �
��� ԁ �೔ �
��� ԁ・��
��� ԁ �೔ �
��� ԁ �೔ �
��� ʙ��
��� ԁ �೔ �
��� ʙ �
��� ԁ �೔ �
��� ʙ��
��� ԁ 無ྉ

看 護 師 数 �� ໊ � 看護ิ助者�໊ ��໊ � 看護ิ助者 � ໊ �� ໊ � 看護ิ助者 � ໊ �� ໊ � 看護ิ助者�໊ �� ໊ � 看護ิ助者 � ໊ �� ໊ � ิ助 � ໊ �� ໊ � ケースワーΧー�໊ɹ 看護ิ助者 � ໊

ホ ス ピ ス 医 ถ޺޾ࢁ ിࢁ元、Ѵത࢙ ౻Ҫ༞࣍ ໦村༞ีߵ、 ૥ਖ਼࢙、த村੟՚ ฏ໺୓司 ੕໺জ、໖Ҿಸ苗、ాதࢻ೫ ઒司ٴ

看 護 師 長 子و෋ݪੁ 前ᖒߐཬ ԣखඒ޾ ஛಺ՄѪ খ໺ࣉඒஐ子 始ֳӻ子 খྛ༸子

入 院 審 査 を
受 け る に は

医療෱ࢱ相談 （ࣨ地Ҭ࿈ࣨܞ）に͝
相談ください。
݄ʙ౔༵　�ɿ�� ʙ��ɿ��

؇࿨ケΞ相談ࣨへお問い合わͤ
ください。
݄ʙ金༵　�ɿ�� ʙ��ɿ��

医療相談ࣨまで。
���ô���ô����（代ද）
݄ʙ金༵　�ɿ�� ʙ��ɿ��

؇࿨ケΞηϯλーに
相談ください。
���ô���ô����　಺ઢ ����
݄ʙ金༵　�ɿ�� ʙ��ɿ��

����ô��ô����（入院相談等）
がΜ相談ࢧԉηϯλー
相談時間ɿฏ೔ �ɿ�� ʙ��ɿ��

����ô��ô����（入院相談ଞ）
がΜ相談ࢧԉࣨ
相談時間ɿฏ೔�ɿ�� ʙ��ɿ��

入院相談（୲当ɿケースワーΧー）
後面談
入ୀ院ݕ౼ձ（医師、ༀࡎ師、ӫ
養士、看護師、理ֶ療法士でߏ੒）

審 査 日 ਵ時 ਵ時 ਵ時 ਵ時 ਵ時 ਵ時 ਵ時（その後ϕッυがۭくまで଴機）

ホスピス入院
平均待機者数 � ʙ � ໊ � ʙ � ໊ � ʙ� ໊ � ʙ � ໊ �ʙ� ໊ �ʙ� ໊ �

ホスピス入院
平均待機期間

ঢ়گにより਺೔ʙ� ि間
ॏ঱者༏ઌ ֎དྷड਍後、ฏۉ � ೔

ঢ়گにより਺೔ʙ�ि間（ױ者さΜの
意向を確認後、一ൠප౩でରԠする
場合が͋ります）

ঢ়گにより�ʙ� ि間ఔ度
入院期間にݶ度は͋りまͤΜ。 ਺೔（ۓ急ରԠՄ）

଴機期間は同院一ൠප౩や
ۙྡのප院、࿈ܞのとれている
๚問਍療でରԠ

�

利 用 者 内 訳 ੝Ԭࢢ周ลが΄とΜど
（� ׂ以上） ੝Ԭࢢ周ลの方が΄とΜど ੝Ԭࢢ周ลの方が΄とΜど ੝Ԭࢢ周ลの方ʑが多い 一関ࢢ周ลやٶ৓ݝ๺の方が

΄とΜど
Ֆר๺上周ลの方が � ׂ以上
そのଞはԞभ、੝Ԭ等 Ԟभࢢ周ลの方が΄とΜど

緩和ケア外来

਍࡯೔ɿ݄ ʙ金（ୈ �・�・� ໦）
�ɿ�� ʙ��ɿ��

��ɿ�� ʙ��ɿ�� 要༧約
౔ �ɿ�� ʙ��ɿ�� 要༧約

୲当医ɿถ޺޾ࢁ

਍࡯೔ɿ火・ਫ・໦
　　　　��ɿ�� ʙ��ɿ�� 要༧約
୲当医ɿിࢁ元、Ѵത࢙

਍࡯೔ɿ݄ ʙ金
　　　　（A.・P.）要༧約
୲当医ɿ౻Ҫ༞࣍

਍࡯೔ɿ݄ ʙ金、要༧約
୲当医ɿ໦村༞ี、ߵ૥ਖ਼࢙

਍࡯೔ɿ݄ ʙ金、要༧約
୲当医ɿฏ໺୓司

਍࡯೔ɿ݄ ʙ金のޕ前、
要༧約
୲当医ɿ੕໺জ、ాதࢻ೫

਍࡯೔ɿਫ（ޕ前த）要༧約
୲当医ɿٴ઒司

ホ ス ピ ス ボ
ランティアの
人 数 と 活 動

�෦ϘラϯティΞ࠶։
ප院ϘラϯティΞొ࿥者�� ໊。
うち�� ໊がϗスϐスで׆動。
※݄ � 回ఔ度で׆動࠶։

年 �回ఔ度Πϕϯト׆動をݕ౼த 実੷無し
ϘラϯティΞίーσィネーλー
�໊、ϘラϯティΞ �� ໊
者・Ո族サϩϯ「こױ動ɿがΜ׆
ころば」

ొ࿥者 �� ໊。
・動಺༰ɿお஡ձ・Վっこのձ׆
ΞϩϚ・生けՖ・قઅのΠϕϯト
画ا

現ొࡏ࿥者 � ໊で׆動த。
ϗスϐスϘラϯティΞを
ਵ時ืूத

遺 族 会 の 名
称 と 連 絡 先

ひだまりのձ
த౼ݕ։࠶

ϋφϛζΩのձ　؇࿨ケΞප౩
年 �回։࠵
。੒し配෍࡞年、ձ報をࡢ※
　現࠶、ࡏ։ݕ౼த

設ஔະఆ 設ஔະఆ

ࣱͿձ（࿈བྷઌɿ؇࿨ケΞප౩）
当院؇࿨ケΞප౩でお亡くなり
になった方の͝遺族の方のみ
年 �回։࠵

（※ίϩφՒのたΊ3�ʙະ։࠵）

ࣱͿձ　؇࿨ケΞප౩
（����ô��ô����）
当院؇࿨ケΞප౩でお亡くなり
になった方の͝Ո族の方のみ
年�回։࠵（ྩ࿨ � 年度ʙࢭٳ）

ࣣ
しちͤき

༦のձ　؇࿨ケΞප౩
（����ô��ô����）
当院؇࿨ケΞප౩でお亡くなり
になった方の͝遺族の方のみ
これまでに � 回։࠵（���� ʙதࢭ）

入 院 料
ఆ額制

（� ஈ֊ʜ਍療報ु上の؇࿨ケΞප
౩入院ྉに準͡ます）
保ݥద༻

ఆ額制です。
入院೔期間によって � ஈ֊でのࢉఆ
です。

ఆ額制。入院期間により� ஈ֊。ױ
者さΜの自ݾෛ୲額は加入している
保ݥ等によりҟなる。
各छ医療保ݥద༻、医療費のଞに৯
事代ผ్௃ऩ。

ఆ額制
（਍療報ु上の؇࿨ケΞප౩
入院ྉに準͡入院期間により
� ஈ֊）保ݥదԠ

ఆ額制（入院期間により� ஈ֊）
ただし、ఆ額にؚまれない加ࢉ
や༗ྉࣨݸのྉ金等はผ్௥
加になります。

ఆ額制（入院期間により� ஈ֊）
ただし、ఆ額にؚまれない加ࢉ
や༗ྉࣨݸのྉ金等はผ్௥
加になります。

ఆ額制
� ஈ֊になります。

ペットの同伴 面ձのみՄ能。৚݅͋り要相談。 面ձはՄ能。॓ധやࣂҭは不Մ 面ձのみՄ能。৚݅͋り。
要ਃ੥。

面ձのみՄ能。॓ധ不Մ。
৚݅༗。要ਃ੥

要ਃ੥。ケージに入るখݘܕが
望ましい。大ݘܕは要相談。 面ձՄ能。৚݅͋り、要相談

面ձՄ能 ��時ʙ�� 時
（面ձ時間をܾΊてՄ）
॓ധ要相談

麻 酔 医 と
の 連 携 必要時Մ能 ບ֎ブϩックなどを行う場合などߗ

に࿈͋ܞり。 なし 必要時Մ能 なし 院಺ϖΠϯクϦχックと࿈ܞ なし
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＊＊＊＊＊ 岩手ホスピスの会活動日誌 ＊＊＊＊＊
2024 年 7月～12月

「岩手ϗスϐスのձ」がΜΛޠΔձ
։࠵೔ 毎月第2土曜日午後1時 30 分～4時（月により変更あり。要問合せ）無料
৔　ॴ 盛岡市若園町総合福祉センター内 タオル帽子サロン会場（月により変更あり）

಺　༰ がん全般・介護全般についてそれぞれの悩みを語り合い情報交換を行います。
どなたでもお気軽にご参加ください。

໰߹ͤ 岩手ϗスϐスのձ　���ô2���ô��1�

7 ݄ 13 ೔ ୈ 6 回໾һձʙୈ 7 回λΦル๧子サϩϯ・ߨशձ （੝Ԭࢢ૯合෱ࢱηϯλー、25 ໊）

7 ݄ 20 ೔ ϗスϐスηϛφーʙがΜの༧๷、治療、؇࿨ケΞʙ「؇࿨ケΞへのئい」上өձ։࠵
（੝Ԭࢢ૯合෱ࢱηϯλー、40 ໊）

ÿ ݄ 10 ೔ ୈ 7 回໾һձʙୈ ÿ 回λΦル๧子サϩϯ・ߨशձ （੝Ԭࢢ૯合෱ࢱηϯλー、24 ໊）
ÿ ݄ 2ÿ ೔ がΜڭҭ等現代的な݈߁՝題理解ਪਐ事業ୈ 1 回ٞڠձ։ؠ） ࠵खݝ民ձؗ、1 ໊）
Ā ݄ 1 ೔ がΜױ者さΜのたΊのެ։ӫ養࠲ߨ （੝Ԭࢢ૯合෱ࢱηϯλー、30 ໊）
Ā ݄ 12 ೔ ୈ 35 回ؠखݝがΜରࡦਪਐٞڠձ参加 （ؠखࣃݝՊ医師ձؗ、3 ໊）
Ā ݄ 15 ೔ ୈ ÿ 回໾һձ （੝Ԭࢢ૯合෱ࢱηϯλー、10 ໊）
Ā ݄ 1Ā ೔ ίスϞスのձओ࠵「؇࿨ケΞへのئい」上өձ։࠵ （੝Ԭࢢ౎ೆެ民ؗΩϟラϗール、2 ໊）

Ā ݄ 24 ೔ 師として参加ߨに「り࡞者さΜのたΊのλΦル๧子ױ」࠵ओߍख看護ઐ໳ֶؠ
（੝Ԭؠࢢख看護ઐ໳ֶ41、ߍ ໊）

10 ݄ 12 ೔ ୈ Ā 回໾һձʙλΦル๧子サϩϯ・ߨशձ （੝Ԭࢢ૯合෱ࢱηϯλー、25 ໊）
10 ݄ 1Ā ೔ λΦル๧子૔࡞ݿ業 （λΦル๧子૔5、ݿ ໊）
11 ݄ 2 ೔ λΦル๧子૔࡞ݿ業 （λΦル๧子૔6、ݿ ໊）
11 ݄ Ā ೔ ୈ 10 回໾һձʙλΦル๧子サϩϯ・ߨशձ （੝Ԭࢢ૯合෱ࢱηϯλー、2Ā ໊）
11 ݄ 25 ೔ ౦ژւ上೔動͋ΜしΜ生命λΦル๧子ଃఄࣜ （੝Ԭࢢ૯合෱ࢱηϯλー、12 ໊）
11 ݄ 26 ೔ ੝ԬࢁཱࢢԦখֶߍがΜのत業にߨ師として参加 （同1、ߍ ໊）

12 ݄ 7 ೔ “いのちのཱྀ（生と死）”を見つΊる「大人のたΊのֆ本読書ΧϑΣ」։࠵
（੝Ԭࢢ૯合෱ࢱηϯλー、25 ໊）

12 ݄ 13 ೔ ੝Ԭೋ高λΦル๧子ߨशձ （同47、ߍ ໊）
12 ݄ 14 ೔ ୈ 11 回໾һձʙλΦル๧子サϩϯ・ߨशձ （੝Ԭࢢ૯合෱ࢱηϯλー、2Ā ໊）
12 ݄ 21 ೔ 医療政ࣨࡦओྩ࠵࿨ 6 年度がΜױ者Ո族ձ情報交換ձに参加 （ؠखݝ民ձؗ、3 ໊）

新年度継続とご支援のお願い
年会費は一口 2,000 円です

　皆様からのあたたかなご寄付、ご支援をいつも本当にありがとうございます。
　岩手ホスピスの会が、がん患者さんやご家族に寄り添い活動できる支えは、皆様のご支援によるものです。
しかし、ここ数年はタオル帽子の材料費、通信費等の値上げもあり経費削減に努めて参りましたが、大変厳し
い運営が続いています。内情をご賢察の上、今後も安定した活動を継続するため、ご理解となお一層のご支援
をお願いいたします。
　2025 年度会費（2025 年1月～2025 年12月分）を郵便局にて、振込用紙に住所、氏名を明記の上お振
込をお願いいたします。ご住所の変更があった方はご連絡をお願いいたします。年会費：2,000 円（複数口可）　　
郵便振替：02250-1-60580 岩手ホスピスの会
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がん患者さんのための栄養講座　パート 32

　皆さん、こんにちは。
　9月に開催した、栄養講座には多くの方に足を運んでいただきました。心
よりお礼を申し上げます。
　講座後、皆さんにアンケートを実施しました。

《アンケート結果》
回答16人（患者5人、家族 4人、患者の知人4人、その他 3名）
患者、家族、患者の知人13人を対象に集計

　副作用は、がん治療をした患者さんの77％にありました。また、副作用を感じていても半数以
上の患者さんが医療者に相談が出来ていないことが分かりました。相談できなかった理由として「誰
に相談すればいいのか分からない」「相談しやすいスタッフがいなかった」ことを挙げていました。
副作用の内容（複数回答可）では、食欲低下・体重減少が多くありました。「病院で相談しにくい」
と思わずに、病院スタッフの誰でもよいので相談をしてみてください。食事や医療費など相談内容
に応じたスタッフを紹介してくれます。遠慮なくどうぞ。

　今回のお料理は、食欲低下時、体重減少予防に手軽に栄
養補給できる「たぬきおにぎり」を紹介します。「たぬき＝天
かす」の揚物を使用することでエネルギー補給ができます。
ごはんに天かすを混ぜるだけなので、とても簡単です。食欲
がない場合、大きいおにぎりを見ただけで気持ちが萎えてし
まいます。2～3等分に分けて握り、小さくすることで食べ
やすくなります。

岩手県立江刺病院　がん病態栄養専門管理栄養士 ऄޱ　ਅཧࢠ

作り方
ᶃ 大༿をચい、ਫؾを੾って、ઍ੾りにする。
ᶄ Թかい͝൧にΊΜつΏをࠞͥ合わͤる。
ᶅ ᶄにఱかすとᶃの大༿を入れ、ࠞ ͥ合わͤる。
ᶆ ᶅを̎ʙ̏等分にし、Ѳる。
　ㅢྫྷえてもおいしく৯΂られます。
　ㅢ大༿だけではなく、ສ能Ͷ͗、ന͝まなども

合います。

たぬきおにぎり
1 人前　約 270 kcal

ྉʢ1人લʣࡐ 分ྔ
温かいごはん 150ｇ（茶碗1杯）
天かす（市販） 5ｇ（大さじ1）
大葉 １～２枚
めんつゆ（３倍濃縮） 5ｇ（小さじ1）
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岩手のがん相談支援センター

͓໰い߹Θͤઌ

岩手のがん相談支援センター岩手のがん相談支援センターシリーズ
❿ 大ધ౉ප院　෭院௕݉؇࿨医療Պ௕　村上　խ඙ཱݝखؠ

　当院は令和 6年 4月、都道府県がん診療連携拠点病院である岩手医科大学附属病院とのグルー
プ連携による地域がん診療病院の指定を受けました。
　地域がん診療連携拠点病院からの指定変更や岩手県のがん診療体制の圏域変更等、患者さんや
ご家族には不安に感じておられる方もいらっしゃるかと思いますが、医師や患者総合支援センターの
スタッフ等、がんの診療・相談体制は昨年度と変わりありません。　本年度も変わらず、がんの診療
やがんに関わる様々な相談に対応しておりますので、安心して受診・相談に来ていただければと思っ
ております。

【利用方法】
来所相談　以下の方法でご相談ください。
・直接がん相談支援センターにお越しいただく
・付近の職員に相談したい旨を申し出ていただく
電話相談
・当院代表番号にご連絡後、がん相談とお伝えいただく
【相談内容例】
・診断を受けて不安がある、落ち着かない
・病気についてどう調べたら良いか分からない
・治療にかかる費用が心配だ
相談に費用はかかりません。個人情報は法に則って保護されますが、
相談内容によっては適切な社会資源や専門職への橋渡しをさせていた
だく場合もあります。院内での共有が必要と判断される場合には許可を
いただいた後に情報共有を行う場合もあります。
【がん情報コーナー】
以下の場所に各種がん情報の冊子を用意しております。
無料で配布しておりますのでご自由にお取りください。
・病棟４階エレベーターホール
・病棟５階エレベーターホール
・正面玄関右手側
・１番外来手前右手壁側

気仙がん相談支援センター　岩手県立大船渡病院　患者相談室内
住所 : 岩手県大船渡市大船渡町字山馬越10-1　電話：0192-26-1111（代表）

受付時間　8:30~17:00　※平日での対応となります
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